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自己結合型距離センサの
光ファイパを用いた自己補正に関する研究
Study on Self -Correction of Self-Coupled Distance Sensor Using Fiber 
竹村伺窪t 津田紀生TT ，山田誇t
Nobutaka TAKEUCHI ， Norio TUDA フ JunYM在ADA
Abstract : A compact distance sensor based on self-coupling effect of semiconductor laser has been 
developed.百ledistance sensor is composed of only a laser diod巴anda lens. But the op巴ratingwavelength of 
semiconductor las巴rvaries with the surrounding temperature and the injection cu町巴nt.Then the method of 
self-correction using Michelson interferometer which always momtors th巴changeof operating wavelength is 
studied. U sing a fiber， the interferometer is s巴parated台omthe sensor head to miniaturize the sensor head. As a 
result， th巴fluctuationfor temperature change of 10 to 30"C d巴creases企om4.4% to 0.5%. It is possible to 
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図3 距離-MHP周波数特性

















54 愛知工業大学研究報告、第 38号B、平成 15年、 Vol.38-B、Mar.2003













200トム 300C 。200C 





















































醒 8.0 d色 。。@ 
耕輔 7.5 

















4. 2. 2 光路差 7cmの変調波提幅一基準周波数
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図7 光路差4cmの変調波振幅一補正値
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測定を行った。
LDは注入電流や周囲の温度により発振波長が変化す
る特徴をもっ。そのため、わずかではあるが変調効率が
異なり、自己結合効果によって得られた測定値に誤差を
生じてしまう。そこで、光路差一定のマイケルソン干渉
計によってLDの発振波長の変化分を常に監視すること
で自己補正を行う方法をとった。
しかし、基準周波数の精度を向上させようとすると、
干渉計の光路差を伸ばす必要があり、センサの構造が大
型になってしまう。そこで、光ファイパを使用すること
で、センサ部と干渉計を切り離した。そして、干渉計を
外部にある回路ボックス内に設置することでセンサ部の
更なる小型化と、干渉計の光路差を伸ばすことで基準周
波数の精度向上を目指した。
光ファイパを用いた干渉計では、様々な方法を試みた。
しかし、光出力が小さいといった問題や時間的コヒーレ
ントが保たれなくなるといったことが原因で、干渉波を
得ることが難しいと判断し、まず、センサ部の前方でレ
ーザ光を取り入れ、光ファイパを通した後に干渉波を得
られるかどうかを確認した。
マイケルソン干渉計の光路差を 4cm一定としたとき
では、三角波の半周期に得られる干渉波が、 3個または
4個程度となる。この干渉波から得られる基準周波数の
バラツキ誤差は大きいものの、補正をすることで、温度
に対する変動率は 4.4%から 0.5%に軽減できた。また、
光路差7cmでは、干渉波の数が場加したことにより、変
調波振幅に対する変動が軽減された。光路差を長くする
と、干渉波の数が増加し、バラツキ誤差が軽減できるこ
とが分かつた。
以上より、光ファイパを通してマイケルソン干渉計で
干渉波を得ることで、補正が可能であることが確認され、
温度変化により発振波長が変化しでも誤差の少ない距離
測定が可能となった。
しかし、光ファイパをセンサ部前方に設置したために、
MHP周波数と基準周波数を同時に測定することが困難
になる。これを解決し、小型化にするためには新たな方
法が必要になる。その一つの提案が、センサ部後方から
ファイパを設置し測定を行う方法であり、この方法を用
いることによって、小型化と精度向上が実現できると考
えられる。
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